
Ｈ２９年３月２９日（水）
仙北市立桧木内小学校 学校報 NO.27

紙 風 船
ἓ Ὓ Ἕ Ἱ ἗ ἥ ἧ ἕ ὏ Ἠ ἰ ź
ἛԗὝἪ὜Ἷὀἵ὚ἕἿἸἪἝ᾿᾿᾿᾿

『春』３月。出会いの季節でもありますが、また、別れの季節でもあります。
今日は、これまで桧木内小学校で子どもたちを支えながら、指導してくださった先生方と

のお別れの日『離任式』でした。
すでに新聞等でご存じだと思いますが、今年度末の教職員人事異動により、次の５名の先

生方が桧木内小学校から転出されることとなりました。
これまでの先生方のご指導とご尽力感謝の気持ちでいっぱいです。簡単な言葉では言い表

せませんが、子どもたちをしっかりとご指導くださった先生方、本当にありがとうございました。新任地でも、バリバリご活躍
されることを祈念しております。
【転出される先生方】 【転入される先生方】
○＜ 校 長 ＞Ｓ．先生（秋田県総合教育センターへ） ○＜校長＞Ｋ．先生（大仙市立仙北中より：昇任）
○＜１年担任＞Ｍ．先生（県立大曲支援学校せんぼく校へ） ○Ｓ．則先生（仙北市立角館小学校より）
○＜６年担任＞Ｋ．先生（秋田大学大学院研修へ） ○Ｉ．先生（仙北市立神代小学校より）
○＜２・３年担任＞Ｓ．先生（大仙市立神岡小学校へ） ○Ｙ．先生（大仙市立高梨小学校より）
○＜２・３年担当＞Ｔ．先生（仙北市立角館中学校へ）

以上 ５名の先生方です。 以上４名の先生方です。
なお、６年担任Ｋ．先生は、桧木内小学校に籍を置いたままで大学院への研修派遣となりますが、２９年度は学校から離れる

ことになりますので、転出される先生として紹介させていただきます。

転出される先生方からのお別れの言葉を紹介します。 【Ｋ．先生】
【Ｍ．先生】 私は４年間桧小にお世話になりました。この４年間で取り組ん
５年前の３月、久しぶりに訪れた桧木内小でしたが、プラタ だ２つのことが今でも思い出に残っています。

ナスがすっぽり隠れるくらいの雪の壁があり、ちょっとびっく １つ目は、「ひのきないこども美術館」です。階段アートに始
りしたことが強く心に残っています。 まり、おもてなし玄関アートやパネルアートなどひのきっこがも
５年間で、子どもたちには地域のことをいろいろ教えてもら つたくさんのアイディアを形にできました。多くの方が来校をし、

いました。普段の会話に出てこないものの、紙風船上げ・裸参 その素晴らしさを褒めてくれました。学校内がみんなの作品で彩
り・かじかじ・ささら・北浦音頭・星雪館・ジュンサイ栽培・ られたうれしい思い出です。
あけびのツルの工芸品・大覚野牧場などをよく知っていまし ２つ目はJRC活動に取り組んだことです。ニコあい隊に始まり、
た。子どもたちは、あまり気に留めていないようですが、とて コロすけくんやなべっこの非常用炊飯体験。ちょボラで自分から
も貴重なことであり地域の誇りだと思います。 ボランティアに励む姿も忘れられません。６年生が先頭に立って
桧木内が大好きで、素直に何でも吸収できる子どもたちには、 桧小を引っ張ってくれました。「誰かのために」の心でがんばれ

これから地域のことを大切に受け継ぎ、伝えていってほしいと る、そんな子どもたちになってくれればとの願いを込めての活動
思います。 でしたが、一人一人が思いやりの心をもって活動してくれたこと
保護者の皆様、地域の皆様には、温かく が何よりの喜びです。これからも桧小の新たな伝統として引き継

見守っていただくとともに、いろいろな面 いでくれればと願います。
でご協力いただきました。本当にありがと ひのきっこのおかげで、充実した４年間を送ることができたこ
うございました。 とを感謝しています。また、保護者の方や地域の皆さんにもたく

さんのご協力をいただき、本当にありがとうございました。これ
からも桧小の活躍を願っています。

【Ｓ．先生】 【Ｔ．先生】
桧木内小に２年間お世話になりました。鹿角市からの異動で 昨年４月、学校に向かう車の中で新任の挨拶を練習してきま

初めての土地にドキドキワクワクしながら訪れたのを、今でも した。緊張でガチガチの状態でしたが、子どもたちの優しい笑
よく覚えています。通勤時間は長くなりましたが、新緑の木立 顔に迎えられ、自然と笑顔になれました。２，３年生はもちろ
や紅葉の美しさ、雪化粧の山々などを眺めながらの道のりは楽 んですが、ランチルームでの給食や縦割り活動を通して全校の
しさもありました。 児童と関わることができました。また、全校田植え、全校稲刈
キラキラした５人の１年生と出会い、今年はさらに２つの学 り、餅つき、紙風船制作など桧小ならではの行事に参加して、

年と共にいられる時間がいただけて幸せでした。人数は少ない 私も桧小の一員になれたと思っていました。
けれど、温かい空気に包まれている桧小の子どもたち。全校が やっと、仲間になれたと思ったのにお別れ
まるで１つの家族のようで、ほっとできる２年間でした。 するのは悲しいですが、またどこかで成長
４月からは、小松に姓を変え、大仙市立神岡小学校に異動 した皆さんにお会いすることを楽しみにし

となります。桧小の子どもたちに負けないくらい元気に頑張 ています。本当に一年間ありがとうござい
りたいと思います。２年間、本当にありがとうございました。 ました。

昨年４月から本校にお世話になり、笑顔が素敵で、どんなことにも頑張る、前向きで仲間意識の強い子どもたちと同僚の先
生方、そして学校の応援団として時には陰となり、また時には日向となって支えていただいた保護者、地域の皆様方に囲まれ、
とても楽しく、とても幸せな１年間を過ごすことができました。本当にありがとうございました。
校長として、“こんな風な学校にしたい”という思いだけは持っていましたが、自分の力不足のために、何一つ学校や地域、

保護者の方々に貢献できなかったことについて大変申し訳なく思っています。
今度、潟上市の秋田県総合教育センターへ異動することになりました。子どもたちが居ない職場ですが、学校の先生方が“学

び”に来る職場ですので、「学びに来る先生方の陰には子どもたちがいる」という気持ちを忘れずに、間接的ですが、少しでも
子どもたちの役に立てるように頑張りたいと思います。
ひのきっ子の皆さん、新しい先生方と一緒に｢自分の夢に向かって『キラッと』」輝き続けられるように、一生懸命頑張ってく

ださい。保護者の皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。大変お世話になりました。ありがとうございました。 （Ｓ．）

【離 任 式】
これまでのご指導に感謝


